
深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書 第84集

熊 野遺跡珊

2007 

深谷市教育委員会



熊野追跡

2007 

深谷市教育委員会



序

平成18年 1月 1日に新たに誕生 した深谷市は、埼玉県北部に位置 し、市域の南は比企丘

陵と接し、 北端は群馬県 と接 しています。 この広大な市域の間を利根）ll . 荒川 とい う国内

でも有数な大河川が買流 していまずC

ごうした豊かな自然環境のも と、 古代人の経 らした足跡が埋蔵文化財として今なお多く

眠っています。なかでも、縄文時代草創期の土器を出土 した西谷迎跡をは じめとして、弥

生土器で有名な上敷免逍跡、県指定史跡の鹿島古墳群、榛沢郡家正店跡と 想定される「中

宿古代倉庫群跡」 や国指定重要文化財 「緑釉手付瓶」を検 1,廿した西浦北追跡など、重要な

直跡が多数存在 します。

今回報告する熊野辿跡は、JR高崎線岡部駅や国道17号線に近いことに加え、平成元年に

開始された岡中央土地区画整理事業などによ り各種隅発が進み、これ らに伴 う発掘調査が

多数実施 されてき ま した。その結果、 7間X3間をは じめと する大規模建物群や竪穴住居

跡などとともに、 道路状迫構 • 連尻式鍛冶工房 • 石組井戸など特殊な追構も検出されま し

た。 さらに、役人が使用 したと考えられる帯金具や円面硯なども数多く 出土 してお り、熊

野迎跡は役所的機能を有 していた ことが想定 されています。

本報告害は、アパー ト建設に先立ち平成18年に実施 した162次調査の成果をまと めた も

のです。住居跡や泄跡などが検出され、熊野迫跡の性格を考える上での喪料を追加するこ

とができました。本害が学術 ・教育関係はも とより、 文化財の保護 ・保存の啓蒙 ・並及を

図る資料 として広 く活用いただければ幸いです。

最後にな りま したが、発堀調査から報告害作成まで、多大なるご理解とご協力を賜りま

した関係各位 ・諸機関に心より 御礼甲 し士げます。

平成19年 3月

深谷市教育委員会

教育長猪野幸男



例三

l . 本北は、埼玉県深谷市岡に所在する熊野迎跡の、半成18年度に実胞した 162次発掘調査の成果をま と

めたも のである。

2. 文化財保護法第93条第 1項に基つ<--'-]り業者あての指示通知は、次の通りである。

平成18年 3月31日付け教文第 3-lU2号

3. 文化財保護法第99条に砧づく発掘調査の通知は、次の通り である。

平成18年4月 7日付 教文第 2-11号

4. 発掘澗査は宮木直樹と 竹野谷俊夫が担当 し、 平成18年 4Jl 11日から半成18年4)!26日にかけて実施

しt・

5. 出七品の挫理及び実測 ・観察表の作成は竹野谷俊夫が行い、図版作成は、宮本直樹と竹野谷俊夫が

行った。

ti . Aふ店の執＾在は 、·,~本 直樹が行った。

7. 本心に掲載した狩科は、深谷市教有委員会が保管している。

凡例

）． 発掘調査位置図は岡部町都市計画図 (l/ 2, 500及び l/ 10,000)を、 追跡分布図は国上地理院発行

『本出』 (l/ 25, 000)を使用 した。

2. 辿構実測図は、現場では基本的に l/20、カマド実測図を l/ 10 とし 、 本~I}掲載の段階で 1/ 60及び

l / 30とした。辿物については、品本的に l/ 3で掲載 した。

3. 図中の力位は、座標北を示す。

4. 辿物観察表の数値に （ ）のあるものは推定値、 《 》のあるものは残存値を示す

5. 士胴断面図及びエレベーショ ン固のス クリーントーン（斜椋）は、地山をホす。また、図中の数値

は、 標泣i値を示す。
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I 発掘調査の経緯及び経過

l . 発掘調査の経緯

埼玉臥北部に位四する深谷市は、埋蔵文化財の

宝症として古くから知られて きた。なかでも、縄

文時代草創期の土器を出土した西谷迎跡や、弥生

式土器で知られる上敷免戦跡、緑釉手付瓶を出土

した西簡北追跡など、著名な追跡が多い。

熊野辿跡は、深谷市の北西に位固する。JR岡部

駅のす ぐ北西にあたり、 県道蛭川並済寺線と国道

17号線に挟まれた範囲である。平成元年に『岡中

央上地区画整理事業』が立ち上がり 、事業が進屎

する に伴い屎観が激変 しつつある

今回報告する発掘調査は、アパー ト建設に先立

ち、平成18年に実施 したものである。

まず、平成18年 3月 6日に、岡奎ー氏 （以下、

「事業主」 と記す）から、埋蔵文化財の所在につ

いての照会が深谷市教育委員会（以下 「市教委」

と記す）にあった。市教委では、削発予定地が熊

野磁跡の範囲内であり 、追構の有無を確認するた

めの試掘調査が必要である 旨を回答 した。3月10

日に、 試掘調査依頼苦が出：業主から提出さ れたの

で、 3月17日に試掘調査を実施 した。調査の結果、

竪穴住居跡一転を検出 した。

これを踏ま え、 市教委 と事業主で協議を軍ねた

結果、 工事の変更は不可能であり、 記録保存のた

めの発掘調査を市教委が実施することで決定 し

た。文化財保護法93条の第 1項に基づく埋蔵文化

財発掘の屈出が、3月30日に事業主から埼玉県教

育委員会教育長宛に提出 された。

これを受けた市教委では、文化財保護法99条に

基づ く埋蔵文化財発掘調査の通知を、平成18年4

月7日付けで埼玉県教育委員会教脊長へ提出した。

2. 発掘調査 ・整理報告の経過

(I) 発掘調査の地番

調査地点の地番は、深谷市岡字内出2855-4番地

他である。岡中央土地区画整理事業では、24街区

8画地の一部と9画地である。

熊野迫跡は、過去に多数の調査が実施されてき

た。今回報告分は、 平成 4年度以降実施 した調査

の うち162次調査と命名したものである。

(2) 表土除去

発掘調査は、4月11日から着手 した。 作業は、

ずバッ クホーによる表土除去から始めた。

表土か ら 30~50cm掘り下げると黄褐色ローム面

が表れたので、これを追構確認面とした。

(3) 辿梢確認

表土除去に続き 、迫構確認作業を実施 した。竪

穴住居跡 l軒を確認 し、写真撮影を行った。

(4) 辿樅掘り 下げ及ぴ図化作業

住居跡の掘り下げは、まずベルトを設定 し、床

面を検出した段階で断面観察 を実施 し、 図化し

た。

その後ベル トを取 り外し、辿物の出上状況の写

襄撮影を行い、図化した。迎物の取り ヒげ後、柱

穴． 壁溝などの掘り下げを実施した。さらに、カ

マドの調査が終了した時点で、完掘状況の写呉撮

影を実施し、その後に全測図を作成 した。

調査の全工程が終了し、 機材等を撤収したのは

4月26日である。

(5) 整理 ・報告

発掘調査で出土 した追物の水洗・接合は、5月よ

り開始 した。 これと並行 して、図面の整理作業を

行った。辿物の実測は 6月から行い、併せて固版

の作成を行った。8月以降原和iを執管 し、入稿し

たのは19年 1月の ことであった。

3. 発掘調査 ・整理 ・報告芯利行の組織

深谷市教育委員会教育長 猪野幸男

教育次長 古川 国 康

次 長 中 村 信雄

同岡部教育事務所所 長 柳田 一 郎

諜長補佐 鈴木八十子

主 究 金井登美子

II 根岸宏

II 店 羽政 之

II 森田富雄

II 宮本直樹

臨時職は 竹野谷俊夫

)/ 県澤恵

)/ 佐藤由江

JI 布施みゆ士

-)-



第 2図熊野辿跡1
62次調査位箆図

ー 2-



II 遺跡の地理・歴史的環境

l . 地理的環腐

深谷市は、埼玉県の北部に位四 し、市内をJR高

崎線、関越自動車道などが通る。

熊野辿跡は、深谷市岡字熊野他に所在する。JR贔

崎線岡部駅の北西に位四 し、 東西l,300m、南北

l, OOOmの範囲に及ぶ。近年は市街化が進んでいる。

追跡は、櫛挽台地の北部に立地する。南部には

標高116mの山崎山とこれに連なる諏訪いが存在

する。追跡の中心か ら600m北は庶線と な り、比

店差20mをも って妻沼低J也へ移行する。また、榔

挽台地の西は藤治川により区分され、本庄台地と

接している。

2. 歴史的環境

熊野辿跡の立地ずる櫛挽台地北部は、早くから淵

発が進み、これ らに伴う発掘調査の結果、縄文時代

～中世に至る様々な辿椛 • 迫物が検出されている。

縄文時代では、西谷追跡から押J王縄文・爪形文土

器な どが検出 され、 草創期の土器 として注目 され

てき た。追構では、 四十坂辿跡で前期の竪穴住居

跡が、 水窪迎跡や行原迫跡から中期の住居跡が、

上宿迎跡で後期の放石住居跡が検出されている。

弥生時代では、四十坂辿跡より 縄文晩期～弥生初

期の土器群が出土 し、弥生初期のまとまった資料と

して早くから注目されてきた。その後、半成 2年の

発掘調査では、再葬臨や土坑緑函群が検出された。

古招時代に至ると 、追跡数は急増し、 重要な迎

構も多数確認 されている。

＋坂追跡からは、五領～和泉期に至る方形周

溝鉦群が検出 され、この段l焙から後期群集瑣まで

連綿と掌娑が営まれていたこと が知られる。中で

も 四十塚古墳は 、 横矧板鋲留短甲 • 五鈴鏡板付轡

などを出土 し、これ らの迎物から 5世紀後半の当

地域の首長裟 と捉え られている。

その後、 6世紀代には、やはり首長辿と想定さ

れる寅稲荷塚古第 （前方後円肌）が四十塚古瑣群

内に出現する。 これ以降、 首長溢は、お手長山古

墳 （帆立貝式古瑣） ・ 内 出八幡塚古瑣 ( I り坑） • 愛

宕山古柑（方墳）と順次南東方向へ移動しながら

単独で築造された ことが認められる。

この他に、 熊野迫跡の東に接する白山古坦群では、

6世紀代の古拍跡24基 （円Jfi23、帆立貝式古墳 1)

が調査された。弾琴埴輪や壺を捧げ持つ巫女の埴輪

など 6体の人物埴輪が、ほぽ完全な形で出l:.した。

なお、櫛挽台地北部における古瑣時代の集落は、

現在のと ころ中宿辿跡や K宿直跡など数か所が確

認されているに過ぎない。 この時代の集落は、妻

沼低地に立地する砂田前追跡 • 岡部条里迫跡や本

庄台地上の六反用迎跡 ・ 大寄辿跡 • 宮西迎跡など

があり 、櫛挽台地以外に分布の中心が認められる。

奈良～平安時代になると 、様相は一変する。そ

れまで染域 として利用されてきた熊野辿跡内に、

突如集落が営まれる。 これまでに162次に及ぶ調

査が実施され、700軒を超える竪穴住居跡、150棟

の掘立柱建物跡をはじめ 、 道路状迫梢 ・ 大溝 • 石

組井戸 ・連況式鍛冶丁房など特殊な迎構が多数検

出された。 また 、 ド l 面硯 • 常金具 ・店三彩の陶枕 ．

刻字紡錘追 ・陶製仏殿 ・置きカ マドなど他の集落

では見られない貰屯な辿物も多数出土している。

なお、集落のI捐始時期は、131次調牡 l・2号竪

穴住居跡から出士した畿内産上師器の年代骰か

ら、7世紀第 3四半期と考えられている。 さらに、

1次調査において検出された 7間X3間をは じめ

とする大型建物の存Z-fから、 該期の熊野辿跡は初

期評家と想定されている。

また、櫛挽台地緑辺部に位四する中宿辿跡か ら

は、大規模な総柱式建物跡20棟が親則的に配置さ

れた状態で検出 された。榛沢郡家に伴う花介跡と

推定され、7lll: 紀後半の成立であることから熊野

辿跡とのI謁連が想定される。これと前後して台地

直下には「滝下大溝」が掘削された。その北側に

は条里追構が検出されたことから、滞漑と迎河の

機能を併せ持っていたことが考えられる。

さら に、 熊野辿跡の北束に位四する岡辿跡で

は、8世紀第 2四半期と考えられる蓮蔀文軒丸瓦

などの瓦が多虻に出十．する範囲があり 、廃寺跡と

推測されてきた。平成13年度に町教委が実施した

確認調府によ り、版築された基埴状辿構が検出 さ

れた。近接する住居跡から 「榛」の刻字瓦や「寺」

と湿苦された土師照坪も出土し、寺院跡であるこ

とが立証された。

二のよう に、奈 良～平安時代の櫛挽台地北部

は、 中宿辿跡 ・熊野迎跡を中心と して、その周辺

に集落や寺院が展閲 していた状況が短われる。

古代から中世にかけては、まず岡部六弥太館跡

があげられる。ガ形に廻る堀跡や井戸、土堀硲な

どが検出 された。同様な堀跡は、熊野追跡と白山

辿跡からも検出され、館跡に付屈するものと推定

されている。西龍ヶ谷辿跡では、軸を揃えて並ん

だ 6棟の掘立柱建物群が確認された。

- 3-



l. 熊野迫跡 （律令期集落 ・ 官稲 • 中世），サ館）

2. 中宿迫跡 （郡街正fr.律令期集落）

3. 滝下追跡 （河）II跡 ・律令期集落）

4. 岡廃寺 （寺院跡 ・古憤～往令期狙落）

5. 岡郊条里逍跡 （古坑集落 ・条里水01・w令期届宅）

6. 砂m前 ・樋詰辿跡（占坑～平安狙落）

7, 白山追跡 （占Jft群 ・律令期集落 ・巾1化居館）

8 新田虹跡 （律令期集落）

9 上宿迎跡 （縄文 ・古切～律令期集浴）

10. 四十坂辿跡 （縄文集浴 ・弥生再ク船崩 ・周溝，;品・古瑣群）

1 I. 原ケ谷戸辿跡 （殺認 • 古泊集落 ・古坑群）

12. 水代辿跡 （縄文 • 古収集路 • 閲構硲 ・占瑣群）

闊 新井辿跡 （律令期狛落）

14. 東屯ヤ了孔迎跡 （占収 • 中世如落）

15. 六反Ill迫跡 （占坑 • 中世集f各）
16. 大岱辿跡 （純文 • 弥生～律令期集蕗）

17. 西浦北迫跡 （純文 ・占加～律令期集沼）

18. 東光寺りふ迫跡 （縄文 .'11・安船浴）

19. 榛沢六郎成消館跡 （叫 It)

20. 石蒔追跡 （古瑣～平安几落 ・I昔l溝硲）
21. 地神祗辿跡 （古瑣～平安几洛）

22. 千光寺辿跡 （ 古J-J't群 • 平安集浴）

23. 西谷迎跡 （縄文）

24. 茶臼山迎跡 （古瑣群）

25. 伝 k杉館跡 （中世）

26. 山河聖天ti: (中世）

27. 西随ヶ谷迫跡 （律令期犯浴 • 中世居館）

28. 伝岡部六弥太館跡（中世）

A. 四十坂浅間山古J:Jt(I廿1ft)
B 寅稲荷塚古瑣 （前）j後円1ft)
C お手反•山占珀 （帆立具式古収）

！）． 前原愛宕山古瑣 （方瑣）

じ 内出八幡塚古収 （円収）

I・ ―、 四・I・塚古坑群 （占瑣群）

第 3図周辺の這跡分布
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皿 発見された遺構と遺物

1. 熊野辿跡の概要

熊野追跡は、櫛挽台地北端部に展開する集落跡

である。追跡の標高は55m前後であり 、南西から

北東に向かって緩やかな傾斜を有している。迫跡

から北東へ約600mで台地緑辺部に達 し、 眼下に

は利根川及び小山川により開析された妻沼低地が

開けている。沖柏地との比高差は、 約18m程であ

る。追跡は、南北約 1,OOOm、東西約l,300mを測

り、 当地域最大の規模を誇る。

熊野追跡は、 主 と して奈良 • 平安時代～中世に

かけて営まれた複合追跡である。それ以前の櫛挽

台地北部は、古瑣群が造裳される函域であった。

熊野辿跡内にも、終末期のh凡立貝式古拍であるお

モ長山古瑣と 、これに続 くと考えられる内出八幡

塚古墳 （円慎）が築造された。 その後 7世紀中菜

から後半にかけて、 追跡が形成されたことが、こ

れまでの発掘調査により明らかと なっ ている。

発掘調査は、まず岡部西小学校建設に先立ち、

昭和52年-54年に実施されたのが始まりである。

3次にわたる調査の結果、奈良～平安時代を中心

とした竪穴住居跡83軒、掘立柱建物跡 2棟が検出

された。追物 では、常金具や円面硯などの出土が

注目される。

また、 平成 4年度から始まった岡中央土地区画

救理事業に伴う 発掘調査は、現在までに162次に

わたり 実施 されていら 調査の結果、竪穴住居跡

700軒、 掘立柱建物跡150棟あまりが検出された。

このほか、7間X3関の大型建物や、大規模な石

組井戸跡、連房式鍛冶工房、大滞等が特竿される。

出土迎物では、多紐の土器類のほかに、幣金具 ・

円而硯 ． 哨三彩 • 和同開校 ・ 刻字紡錘車などが特

策される。 さらに、鉄製品では鎌 ・鋤先 ・斧など

の農耕具や刃子な どが多いが、 鉄鏃や小札などの

武器・ 武具の出土も注目される。

さらに並行 して実施された （財）埼玉県埋蔵文化

財調査事業団の4次の調査に より、竪穴住居跡

201軒、掘立柱建物跡110軒、道路状辿構、井戸跡

4基などが検出されている。辿物では、陶棺や四

きカマドなども出土している。

迫跡が形成されたのは、131次調査 l号・ 2号住

居跡から 出土 した畿内産土師器の年代観から 、7

世紀第 3四半期と推定される。その後、10世紀代

まで梨落が堂まれていたこと が判明している。

2. 発見 された追構と辿物

今回報告する発掘潤査地点は、深谷市岡字内出

2855番地他 （岡中央土地区画照珂地内24街区8画

地の一部と9画地） である。平成 4年度以降に実

施 された熊野辿跡内の発堀調査では、 162次調査

にあたる。

調査により検出された迫構は、奈良時代の竪穴

住居跡 l軒とビット l店である。

1号竪穴住居跡

平面形態は正方形を屋 し、 長軸1.5lm、短軸

4. 45mを測る。主軸方位は、N-80°-Wを示す。

壁は垂直に掘り込まれ、床面は平坦である。 確

認面からの深さは、 36cm前後を測る。

ピッ トは 5届が検出された。平面形括はいずれ

も円形で、 直径 t8~ 25cm、床面からの深さはSScm

前後を測る。このうち の各 コーナー布 りの 4品

が、主柱穴と考えられる。

壁溝はカマドを除き全周した。 幅は 11~20cm 、

床面からの深さは 5cmを測る。

カマドは、北墜を削り出 して構築されていた。

袖は粘土の造 り付けで、右袖で6ficm、左袖で59cm

を測る。

燃焼部は、長さ 115cm、最大幅55cmを測る。底面

は平坦で、 煙道に向かい緩やかに屯ち上がる。

出上追物は、土師器の坪 ・甕噌R、須恵器の蓋 ・

坪 • 長頸瓶、土製支脚、砥石、蛇り石などが出土

した。ただし、大半がt'li土中！苦～上庖にかけて出

土しており 、住居廃絶後に投棄された状況が想定

される。時期ぱ 7世紀第4四半期と考えられる。

ピッ

1号住居跡のカマ ド先端から北方 Imの箇所に

ピット l基が検出された。

平面形態は円形を呈し、直径'13cm、確認面から

の深さは23cmを測る。

3. まとめ

本調査地点は、榛沢評家と想定される大型建物

群の北西に近接する。本住居跡は、これらと軸を

同じく し、 本調企区以西には追構が存在しないエ

リアが存在する こと から、迎構群の北端を示すも

のであろ う＜
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第 4図 熊野迫跡162次調査全測図
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l ¥引却凸跡hi説月I)

l 暗茶総色上 ローム粒少1,1:.白色粒

を微枯含む。
2 茶褐色 K ロ--1.t立を微J,i含む

3 暗政褐色 I: r::r--ム粒少凩、炭化料

・焼祁tを微依含む

粘件ややあり

4 賠茶褐色」： ローム粒を少1,i含むJ

5 黒掲色 I: ローム粒少lit、ローム

プロック ・炭化粒を微

煉含む

6 爺褐色,-_ ローム粒少！ふ炭化粒

微IA含む＞

7 妓褐色士 口—ーム粒多-1,i, ロ-・ム

プビック • 炭化粒を微

応含む，

8 !:¥'. 褐色 1~一 ローム粒を少/,t含む

9 熟褐色 I: tiーム粒少IA:、ローム

プロックを微t,¥:含む。

10 息褐色」．． ローム粒多炊、ローム

プロックを少l,t含む。
11 県褐色 I・. ローム虎少1,t、ローム

プロックを微椛含む。

12 暗茶褐色十． ローム粒少紋、ローJ_、

プロックを微J,¥:含む。

13 、，I，し 色 」： ローム粒 ・ロームプロ

ックを微依含む しま

り ，粘性ややあり 。

H 黒褐色 I: ローム粒多梵、ローム

プロック微fぷ含む。

]5 昭褐色七 ローム粒少代、ローム

プロック微lit含む。

16 県褐色i: ローム柁多fit、ローム

プロック少れ含む，9

17 政褐色 I: ロ・――・ム t-:体。

o 2m 

第 5図 1号住居跡実測図

WI昌冒冒言
( I 砂住居跡t) マト - 1~屈汲明］

門
I 暗茶褐色上 ローム粒 ・ロームプロックを微駄

含む。 し主り ・粘竹なし。

2 黒褐色 I・ ローム粒を微伐含む

3 賠茶褐色 t ローム粒少：，＇(、ロームプロック を

微f.u:含む

4 茶褐色 t- ローム粒少沢、 Iコームプロッ クを

微欣含むと

5 暗茶褐色七 ローム粒を多1,¥含む

6 ,',(し 色 l: ローム粒少i,t、ロームプロッ ク ・

焼 1:1'!!を微1,t含む凸

7 県褐色 iこ ローム粒少 i,~、ロームプロックを
微!;t含む

8 ,'TIIU色 k ローム粒微只含むユ

u 黒褐色 l: ローム粒 ・焼jこプロック少依含む

}fl 集褐色上 焼上粒 ・焼 Iープロック ・粘上粒を

叫 冒襲
少故含む

叫 II 黒褐色 k 焼上粒 ・粘!・粒を多欣含む，

しまり弱し＼，

12 県褐色七 焼七ぷLを多r・,t含む 粘性あり。

l:l 煎 色 K 焼セ粒 • 焼I'プロ ックを微窯含む

しまり弱い
.A ---

A. 

゜
1 m 

第 6図 1号住居跡カマド実測図
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(ii'l: 構 1/GO、迫物は l/ 8) 

第 7図 1号住居跡過物出土状況図
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1号住居跡出上辿物観察表(1)

悉り・ 器稲 nl~ (cm) 器麻 (cm)底径(crn) 色品l 悦 I戎 胎 t 残({-fl 岱 名

I 牙 (10. I) (2 7) 明切色 /~ 通 、必f出 侑 閃 石 (・<i,Jヽ10¥~ I : 、 n-如部洪ナデ . f和祁 rれらヘラ削り

2 杯 (9. 0) (2, 6) 灰赤褐色 良好 It'd込 図ぷ15、~l: , nB部横ナデ、休祁 Ti'iちヘラ/jJJり、校（放

l"恩

3 杯 (10 0) (3. 0) 灰澄色 'I': j瓜 ィ，英、角閃ii、微砂1立 凶が2図
隕 I.、口H部稿ナテ、11,;;n--nちヘラ削り、 lf1絨
hり

・l 外 (10. 4) (3 6) 灰凶赤色 苫通 イ沙5、角閃,+,.(t,'. 戊 ） 図示⑳ヽ 覆 l: 、 1 1t~名び街Jーデ、休部T，杓ちへ 刃削り

5 坪 (9. 8) {2. 9) 研位氾色 f; 逍i t,', f.!. 図ぷ25、l<Iぷ、 I1lt部f悔｝•ぅ·、体祁H'i ちヘラ削り

6 杯 (10 3) {3 :l) '"-色 がf 通 ｛， 従、角閃ィi.徴砂位 図小1:;o.濯上. 11 t部横ナデ．休部自げらヘラ削り

7 坪 (10.0) (3, 0) 橙褐色 晋辿 ィI炎. fり1刈fi、(f,H.l) 図,1,30',図が、日皐l:.. け横ナテ｀｛咄Htャちヘラ削り

s 杯 (10. 0) (3.0) 淡茶褐色 良 }j ＂良 li<I ぷ 1 5~ 濱 1-、 flt, 邪横ナデ｀休部 H'rちヘラ削り

， 外 (10.;) (l. 4) 灰悦色 序通 t,'/U r,1,1,12' flt I:、nH部横ナデ｀体祁H 乍らヘラ削り、 If}絨
fr') 

10 坪 (10.8) 13. 5) 位lU-灰'.¥¥色 ヰ逍j
石炎、（り1刈イ,-,、I・ヤー ト｀

l4ぷ35¥
漫 l:、r1パ部横ナデ、体，・ぶ T門t,、・ゞ 渾lり.![j絨

微砂拉 什I)

11 杯 (9. I) (3.0) li'!fx椛色 艮 II[ ｛沙ふ即<, 凶ぷ20¥隕 J:、11fJt: 邪横ナデ. H邸 T持ちヘウ削り

12 杯 II. 0 3. 6 ！こぷい切色 序通 石炎、 f111刈.fi tう()¥ 漫 K、nt女池横ヤデ、 1本：祁 T持ちヘラ削り

J:J 坪 (IQ 6) 3. 7 灰必介4色 良 4/ 情良 1,i,,,20'~ f-1 1-、nt奸祁横ナデ、体部 f・杓ちヘラ削り

JI 杯 (IO 0) 3. 3 灰ぷ褐色 n H ィl炎．角I刃{i.(枯良） 4()¥ 隕J:、[)粒部横ナデ. i: 部 F杓ちヘラ M'J

15 ~ IO. 9 1.0 町W氾色 枠通i 石炭、‘丈f吐 50¥ !11 I:、nt女部横ナデ、 /!:;'a;r持ちヘラ削り

16 坪 (IO. 7) (3. ,j) 灰位褐色 洛辿 (i炎．伍閃 {j、チャー ト 図ぷ12¥l'il I、!lltilll横ナデ、 1:-綿 H¥ちヘラ削り

I 7 杯 10 8 3 7 賠！な褐色 良好 -i, 炎、角閃fi'輝ふ 75、14ホ、II女部横-)ーデ｀体，汗： T拉t』ヘラ削り 、内1i,i
,-,111脂が、 'I,¥斑付 l'i・

18 坪 (10 9) (3 g) l:t褐色 沖通 ィ，-芙．角I灯<,.);I'} 凶,1,10'¥ 悦上. Lil~ 部横ナデ.(:, 部 F打ちヘラ削り

19 坪 (10. I) (3. 6) `~ 灰必赤色 良好 t,'Ul 図9」,；15¥ 隕 I:、IIH部横ナデ. Iな部 rりちヘラ削り

20 坪 (JI ~) ¥J. 0) 灰赤褐色 Ii・ 辿 i, 英、 fり閃'(i、微砂粒 図 ,,·; 1 5•, l'1'-、「lぷ部洪ナデ、！が部 f拉ちヘラ削り

21 坪 11 0 3 6 l(fll¥色 良 1:/ ii'fふ 角閃ィi、徴砂粒 7凶 !'11:、「l*部横ナデ、i伯罰T打ちヘラ削り ．指頑

!!Hfり

22 杯 (I I. OJ (3. 5) wm色 艮 好 石炎，Iり閃イ,.w, 良） 図ぷ12¥隕 I:、□H部横・ナデ、 !1ぶ1,f,打ちヘ ラ削り

23 l,f' (13. 1) I. 2 柑 色 /'i ,Jli 
介炎、角I関6、輝6、:m. 

60¥ 図ぷ、 wH郎横ナデ. !J.(閉打・,ちヘラ削り
微砂粒

ふt 杯 (I I. 9) (3. I) 仄赤褐色 榜 曲 1,',fl. 図示JO¥潰 I:、Ill村部横ナデ．休部 f杓ちヘラ削り

Zii 坪 (12. I) 3. 5 淡j;f褐色 舟通 イ9炎、角閃ィi、微砂粒 5汎 l.:Jぷ.uo部横ナデ.(1. 部肘'1ちヘラ削り

26 杯 (13. 8) I 2 淡赤応色 良 1,1 わ炎、 fり l~Hi 、 (!,1 良） 凶,1<10-.覆 l.:、1111(部横ナラ・.f侶祁 M'iちヘ ラ削り

2i 坪 (13. 0) ('.I. 5) 灰mm色 良々／ 枯l'.l 図 9」<JO':' I'll I:、nn部横ナデ. f}祁 f，杓ちヘラ削り

28 杯 (12. 7) 3. 8 灰,ffilじ色 良~/ {i炎、 flJI刈石、(','. 良l 図が25専 没 I : 、 r1•~部椛ナデ、 w邪 H'iちヘラ削り

29 奸 1,1.1 4. 9 明けも色 't・ 辿
ィi炎、化I刈イ；、公園、微砂

80'I Rぷ．口 ¢湘樅ナア、 f1咄邪・f杓もヘラi')I]り
粒

30 坪 (12. 8) (,1. 0) 悦色 仔辿 角I刈石、徴砂粒 l4i!iJ5¥ 
慢 I:.11• t祁横ナ・r、体：祁Tt'fッヘラ削り、 I/如滅
イf'J

31 Hヽ (lO. I) 1.0 村9色 序逍l h炎、郎七、震fs}.微砂粒 9¥11. 
L</,1,. I~• 女晶横ナテ．仕祁外，fliJ・0r及ぴ指頭ffi..
l!'I: 祁：こ）トーがSliWり、ヘ・プ削りを施さ-,・

32 外 17 3 I) 2 位沿色 11 4i (, 炎.iり1刈石． 微砂杓 60'● l<Iぷ、 II合灯祁横ナテ'ft,.:祁目Itちヘラ削り

33 杯 (10 6) ≪2 3≫ 赤ru-m褐色 及ク／ ・i>;,統 徴砂拉 凶ヽ JヽIO'',.
憎 I:、11樟部外面及びI勺頂iふ,;,_11 ¥3部内(11)111]
む、 lt介閉杯

31 坪 (JO. 2) (3 3) 陪勾出色 /¥'辿 石英、伍f刈石｀チャー ト l<l小 l:J、隋上.11,~ 部横ナデ、 ll't祁 THぢヘラ削り .(i段

II'位1'

35 杯 (JO.OJ (3. 9) rJI位渇色 良好 ィi炎、角l刈6、f'l色校 図,i:25ヽ
11 L、「,.~部横ナデ．底i:f.H'iらへ 7削 ：）、イi役
[Iゑ女坪

36 坪 JO. 2 3. 0 明橙褐色 む通 -ii英｀角閃 ≪ 75¥ 
l<I示、 n,i部横ナ・r.底部T打ちヘラ削り、什氏
flけ坪

3i 杯 (10.m (3 2) 県掲色 やや：屈 イ沙ふ角閃 /,. (I色位 [<)示25'1- 隋 K、llol:郎横ナテ、しむITTT i'iちヘウ削り、打f.')-
I 1$女杯

~8 杯 (IO. 8) 13. 3) !.t.¥lil-J火恥色 倅述l ｛；炎、 fl)閃石、限化鉄粒 fi<I, ド10¥
憎上、u1t部横ナデ.hi; 祁rt'fちヘフnrJり、 イff文
I l•t外

39 杯 IO. 7 3. I 馬氾色 杵辿 {i於、 fり1刈1i、徴砂粒 95¥ 
l<Iぷ、 11女祁横ナ-,・.~'t 祁 F杓；＇），、 ":i r」 I]') 、内外
1111(こt'l.f.tk {ff',:11 Mfヽ

10 外 (I I. 2) (.J. I) ljj,N, 褐色 汗辿 {, 炎、 角 J~J -/, 、,· , 色粒 l~1,,,2~ r/i I:、ri女祁横＋デ、U又，泌 Ti和ちヘラがI'J.1i段
11, ぷ外

11 坪 ()O. 8) (3. I) け色 杵辿 （；炎、 fり収Iゎ．ハミス 図ぷ25ヽ
t,I ぷ、 [l 女部横ー／ー r 、 •I:祁 rnもヘラが111.1ff?: 
lllt杯

・12 坪 (10. 7) 4. 2 灰限色 やや地 ii英' fり閃.(j 55、図ぷ、 r1t祁横十デ、h'I.祁 Tft,,, --, 削り 、{i段

目校坪

13 坪 l l. 2 3 6 暗凶粕色 やや忠 （』炎、角閃 /1、県色粒 60-ヽ
図示、「I~:lM尻ナデ｀ 底，祁 Tl 'i >, ヘ ッ 削 lJ 、 ,~-段
fl/女坪
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1号（主居跡出上追物観察表(2)

沿り・ 沿種 II径(,・rn) 埒令,:':i(,m)4¥'. 径k層） 色泣 焼成 胎 I・ 残ti=;i 偏 Y., -

14 杯 (II I) (2 9) 明赤氾色 的，・ 辿 わ炎、（りIX!h 図示12¥放覆射I:状、nifi松文部横ナデ.II<部手打ちヘラ削り、内面

•15 杯 (JI 8) <(2 2≫ 橙迅色 杵 退l
砂Ii粒炎、 角IX!石、 赤色粒、 徴 図示20¥ 穫放射I:状、口,1,枕文部横ナデ、体蔀封ヤちヘプn11り、内面

46 杯 (I J I) (•I I) 橙紺色 杵逍l
石英｀角,~,石．認ィi 徴砂

凶ぷ・10¥
覆l.:、U籍祁慣ナデし休部 H1ちヘラ削 I)、内面

粒 放射状II;-文

、17 坪 (12. 0) (3. 0) 凶橙色 ll' 辿 .(i炎、角 I刈1i 図示12¥放覆射上状、[研I絃文祁横ナデ｀体；第T，門ちヘラ削り 内[fii

48 好 (J.1. 7) (3 8) 赤悦色 艮 好 石英. fり閃在激砂粒 図ぷ20¥放瑣村上状、口Jff籍文祁横ナデ、体祁N1 ちヘプ ~lj り、内面

49 杯 (12.】) (4 0) け色 粋通 6炎、角閃石、改砂拉 i:"Iぷ30、放覆射l:状、ItiI, 象文女部、横ff~ナ滅デが、行休し祁いFl ャ t,~1/ 削り、 内而

50 

“ 
(11 5) 3. 5 明!11色 ,•:- iffi -(,i炎、灼WI石 [~l 示 15llo 放覆射上状．口1/rけ文部横ナデ．休祁F打ちヘラ削り、内而

51 坪 (15. I) ≪2. 2≫ 貨悦色 fl- 通 (i炎、川!XIイi、徴砂粒 t<I示20¥放富fll射J:状、n陪籍文部横ナデ、体部f-1ャちヘラ削り、内面

52 杯 (13.8) (,1 0) 9和赤褐色 灼・ 辿 石炎、角I刈イr、白色位 k<Iホ30¥ 状、I1J/1枯文部、横内ナ外・i'血'に体ftll祁!HT，状杓！・I,¥ら斑ヘ付ラ沿削り、内而

53 杯 (14 7) .1 7 閑粕色 JJ. 4{ 石英、角閃石 65、図り示、内、確山iふ放fi射i、状い蹄H文沼ボじデ、体閉lH'Iちヘラ M

51 杯 (15 S) <(2 s≫ 悦杞色 仔逍l 石英、 J,!:石、角l刈石 L>¥I示10¥ 隕放射上状、1研1松文祁横ナデ.ff; 邪T，打ちヘヅ削り、内1ui

55 杯 15 0 5 I 蹄悦渇掲色-m 的述l イ沙し、 角閃イ1- 90¥ 凶,射1,状.nJf'il文々部、横内ナrfriデに．油体脂部状r-！，I打ちヘフ削り、内面
放 、 !,¥¥!)[付杓

56 杯 (15 7) (,i 4) 出灰-色, 火褐 不 良 石炎｀角I刈石、微砂粒 図示2,5、図放示射状、rP1(I1・文が部、横油ナnl:iデ状、阻体部手打ちヘラ削り、内而
斑、玲絨hり

57 糾： (12 9) 15 4) 橙色 良 1f 石炭， fり1刈石，微砂拉 図示2()'1, l放<I示射状、~硝]枯文部、横深ナ身デ l灼祁F杓ちヘッ削り、内面

58 杯 15 S 4 I 赤掲色 良好 石白炎色柁、iり1刈石、チャート 8沢 凶放射9凡状U硝象人が祁横ナデ 体`況T＇打ちヘラ削 り 内`面

59 杯 (15 I) (7 3) にぶい1ft色 良好 石炎｀角閃石、微砂粒 図示35"凶ホ、キn．枯内部血横放ナ射デ状、Ill休文部'封n:身'1ちヘラ、下端ヘラ
ミ11 . • 

60 坪 (16 0) (5 2) 赤褐色 良 好 石英、角閃石、 ,1色粒 図ぷ20'¥覆ド編しヘ、Iラ!粒ミ部ガ横キナ、デ内、]ill休放部射戸状陪'tち文ヘラ削り 、体部

61 皿 (17 1) (2 ,I) 明赤褐色 良 好 石炎、角閃6 チャート 凶ぷI潤 喝上、 nn部慣ナデ，底部了打ちヘラ削り

62 皿 (JS 8) ((2 2≫ 明悦m色 杓通 ィi炎｀角閃ィl、・人母 図ふl潤 隕 I:、IIH部横ナデ、 u'¥:部平杓ちヘラ削り

63 皿 (Ii 6) (2 2) が褐色 良Iii・兜徴 石炎 角閃11,赤色粒 図示15~ 攪放放flt射射Il一ー;状状、、JJl陪硝I粒い文文部部横横ナデ、ff: 祁予打ちヘラ削り 内而

($1 na (16 7) (2 6) 灰:.tし褐色 やや必 石炭、角収Ifi、」ぐ石 凶示：15¥ 
ナデ、底部目't七',"-7削り、内曲

65 皿 (18 7) (2 ,I) 明#m色 洛辿 ｛；災、角I刈{i、微砂1立 図示15¥穫放射J;状、I.I研駁文部横ナデ.I.'¥: 郊 T，打ちヘラ削り、内面

66 mt (20. 2) (2 6) 埒色 杓 辿 ri炭、 1り閃朽 図ぷ27~ 図放小り1状、iJi¥'l文~: 祁慣ナデ、底部 F打ちヘラ削り、内1ili

67 皿 (21 6) (2 S) Will色 良好 打英、角閃 6、微砂粒 l4示20'¥ 図放ぷ射状、rl暗舷文；沼t茂ナデ、底部 flyもヘラ削り、内面

総 皿 (22 7) (.J 0) 
灰氾-:.1.1沿

やや悪 石炎、 /fJI刃石、此｛ 団ぷt5、l<Iぷ、 Pit-I、「1H蔀恨ナ-r、底剖lT--持ちヘフ削

色 り、内uu放射状賠文

69 須恵益奸 (10. 2) ≪2 7)) 明灰色 杓通 ,{,j炎、長6、（粗い） lli'ぷ15、”しロクロ潤r~. ヘ野

70 須恵器坪 (9.6) 4 0 (8 0) 淡灰色 n H 長.f,-.!!.¥色粒、微砂校少1,,I必示・1び [,[示、 ロ クロ:.,~、 底部ヘラ切り未謁整. .+:If 

71 須忠閑Pf (9. •I) 2 9 (S 7) 必灰内色 不良 (i!; 尽 .'.I.¥色粒 区示35,;図示、ロクロ週整、虹部F杓ち,,,ラ削り、本'f

72 須忠器外 仰.G≫ (7 0) 明灰色 杵；日 石炎、長石、，'.(¥色粒 閃；斥45、隕大'上f、ロクロ潤サ、底部かるし、 M',ちヘラ削り、

73 須-~器坪 ((I I≫ (7 0) 明灰色 怜辿 石炎、比石、!¥"れ、細目 柊’ヽi<25¥
覆上、ロクロ調整応部回転へ •ノ削り ＋ 面収り、
ペ,t

71 ,l(.'/J拶 J-不 (JO. 4) 3. 2 (9 0) 明灰色 啓辿 ｛，英、 Iゞイ1、片府、（粗い） 1、~, ;f; J S、 覆内上面f、lりロむク、ロ米渇野祖底：祁T0打ちヘラ削り、口界部

75 須必~:; 杯 ((I 2)) (15 9) 灰n色 やや忠i 6炎-r,: 石、県色粒 肉ぷ10¥la項祓I:イ、iロりク、 ロ木調野繁、 ut部[nJ転ヘラ削り +1/ri取り、

76 須!/J.器必 (IO. I) ≪2. 3≫ 淡灰色 良好 ・叩昴 ＂良 !'51ぷJO¥ t邊上、ロクロ瀾整 外IL I胡西死

77 須忠拉杯 (9. 3) (3. 2) 淡灰色 IHI咲鰍 精!'.f 図示）内 西渇,r:上,、Uクロ潤幣、 U出邪["1転ヘラ削り ．杯II、湖

1$ 須.'J.(器必 (10. O) ((J. 3)) 凶灰色 やや芯 石英.J¥色粒 図示20¥ 没J・、 ロクロ潤祁、 ll'.滅介り、坪II、沌池不明

79 須必器沿 (9. 6) (0 3≫ 淡灰色 良好 石英、 lHし （約良） l'/4,J<J:;、漫J.:、ロクロ調整. ~f.1.1., 舟＇?

so 須，'h:llii必 (lo. o) （く Ii≫ 灰褐色 I~ 辿酸化焔 微砂粒、 /1む 図小7、覆上、ロ クロ濱祁、＾野

SI 須忠岱函 ≪o. s≫ 灰色 良好 6英、 K石 図示10¥ 隕 I :、ロクロ潤~I 、 火）t: 部］ヽ •]転ナデ、木野

82 牙i.'/Jふ各 J.j (¥0 6) ((I 5≫ 灰白色 やや芯 ィ1英、尺ふ 図示10¥ 穫 J:、ロクロ潤叩. .K.)t-部［引転ヘラ削，)、末厚f

83 須也訟む (IO 8) ((1 5)) 哨仄椛色 良好酸i凶ii伝炎、 E石 閃示10¥ 項 lこ、ロクロコ整．天）粁毘回転ヘラ削り ．ぷ野

s,1 須恵器益 (IQ. 2) ((I 9≫ 灰色 良好 石炎、長石、；,.l¥色粒、（粗しヽ ） L?: 示40¥凶示、ロクロ；:.1幣、天JI消ti口］転ヘラ削り ふ野

85 須也器治 (IO 2) ((1 s≫ 明灰色 杵辿 イi英、 Jdi 図示]()¥ 隕土、ロクロ濁整、天井部 rt~ らヘラ削り、 Aこ野

86 須む路必 (12 S) ≪2 2)) 灰褐色 庁通像化焔 石第、 K石 似1,1;)5、隕 L、ロクロ渭整 人•井祁l"I転ヘラ 削り 、 米野
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1号住居跡出上迎物硯察表(31
番{)・ 悩 簡 n径(cm)器沿~(, m) 底径(cm) 色品l 焼 I戊 胎 l::. 残{r:ホ 備 苓

87 多i恵器必 ()O 6) ((I G≫ 明灰色 沖逍i 及石、）;-n 図ふI償 渭［．、ロクロ潟‘整、天井祁i"I転ナデ、 ,le野

88 須恵器沿 l l 5 (2 S) 灰色 良好 石炎、長石、片,'J.(柑し＼） 9沢
図ぷ、 ロクロ潤整 反.J I 祁回転へ ~｝ 削 I? , つまみ
~'.f促人野

89 な（恵器 必 (21 5) ({2 2)) IJl灰色 杵通 石炎、長石 凶ぷ35ヽ
墳 t、ロクロ濁整．天!t祁'"'転へ勺 削t).;fjみ有
り、 .-1,:野

90 ':f(恵器森 (22 7) ((3 2≫ にぶい災灰色 1r iu1 £炎、長七 、片,! 図ぷ25¥ l<I 示 ． ロクロ潟党 、 天)~部i"i術．ヘラ削り、よ野

91 須必器 盤 ((3 O)) (15 I) 仄褐色 杵逍！ イ沙さ. l!: 石、 ！ヤYJ 図ホ IO'•
図ぷ、ロ クロ四整、底：・母～休部 i:溢かるい同転
へ二）削り、 K粁脚付注の，［能付あり

92 須，I!.(..:ぷ盤 (24 9) 《3.8≫ (22 3) 淡凶灰色 杵逍l イi炎、チャ ー ト、渇色柁 f<Iホ15¥ 穫 1:.ロクロ調怜．底荊皿f,;ヘラ Mり、..tlf

93 須撃脚付磐 (28.8) ≪3. o≫ 明灰色 坪 iili (.i炎、艮七、阻色位 図ぷ25¥
l<I示、ロクロ濁幣、外面(,ij転ヘラ削り 、内iJjj,'fi届
波Oil き後 lu]転ナデ、 A~,f

9,1 !¾W.:1~ 脚付岱 ≪2. 0)) (13, 3) 灰褐色 社辿 行炎、尺石 図ぷ15¥f4 l:. ロクロ潤祁、Hf

95 1砥料脚仲誼 ≪1.6)) 澄梃色 イ；良 Ii炎、 I}fi',J,, 色粒 図ぷ!$¥ 穫ヒロクロ濁整、外面回転ナデ，Hf

96 須む~. 暉？ (5 ~) 《2.4)) 淡灰紐色 艮好・咤緻 E石、（精良） 図ぷI5¥ !tl:. ロクロ渇繁 、 内外面に~f灰柑l 、 秋間充

9i 和恵器拙鉢 ≪3. 0)) ；；；灰色 ィサ良・酸化焔
石英.kイぃ片沿、角I刃行、

図ぷ90¥図ぷ ｀ 底祁照潤~· 、 ［冷いi り、 K野
赤色粒

98 細笞短lti! (1,1. 6) 邸.9)) 淡灰色 杵辿 !i英、長石、!II色粒 図ホ15、図示、ロクロ潤救、内血'f海沈 111き． 外llii平Ir叩
ぎ後[<>I釈・J-デ.Hf  

99 須忠器甕 灰黒色 良 好 6炭、P石 蔽片 投 f・, ロクロ潟祁、,l;Jf

100 須忠器甕 《I.9)) (I I. 0) 淡灰色 良 好 f<イ;. !!.¥色粒 団ぷ20¥確必面、底部下杓ちヘラ削り 、ltl.'.'.)/lf翌

101 須忠硲甕 灰白色 やや悪 i, 火.f<ii. !I.I色粒 妓）i 隕t、内tfti,'fl如如[Iさ.外rfii四 r叩さ後ナデ、 大野

102 須．出船完 灰忠色 やや悪 （［侭./Hi、/1・カ 破片 ぽ認柏i、i;rfd,~ 油波叩き、外面四t1,uさ．索地上
は.~ り IJ く 火~!.れが多し'.Hf  

103 須也器甕 陪灰色 良 ~ f 石侭.J.-~ イi 妓片 図,rs.内血 'fit,i放Ill/さ、外面平行叩さ、 木野

10,1 亮 (22. !) ((9. [)) 灰粒褐色 fj 通
£炎、 /r1閃石、長石｀ ハ •ミ ス．

図ぷ20¥
図ホ、nl女部憤ナデ，iな部ヘラA'iり ,'-llfiiヘラナ

徴砂位 T --

105 虎 (22. 2) 《5.6≫ 屯色 ＃辿 石笑．角閃石、 微砂拉 図ぷ20¥
l~,r< 、 I I~ ゑ部横ナデ、体部ヘラiりり 内`血ヘラナ
ナ、口~.祁内側I川む

106 児 (22. 6) ≪s. 4≫ 灰橙色 舟涎
石英、fり閃石.Jを石、徴砂 凶ぷ25、図ぷ、111求部横ナデ、(1ヽ 部ヘラ削り 内`面ヘラナ
拉 T .. 

107 甕 (21 0) ((8, 2≫ 灰赤渇色 普通
“英、角閃石、チ Yー ト．

図示3償
凶,f'、Ill蛉部横・ヤデ、休部ヘラ削り ．内fillヘラナ

微砂校 デ

10$ 甕 (22. I) ≪6. -1》 灰褐色 杓’通
イi尖、角閃石、'.ft)JJ-、徴砂

図ぷ15¥
図,,,、 11 ・点部横ナデ、 11'部ヘ フ 111 1 •入 内面ヘラナ

柁 •八「1 1/i 部内糾1 1111む

109 小形甕 (9. S) ≪<1. 3)) 灰赤渇色 良 好 ィi灸、（枯艮） 図ぷ15、図ぷ、 IJ松gi;横ナデ、 ｛小邪了 I ~ らヘラ削り 、内而
ヘラナテ

110 央 (22. ,I) ≪l6. Ol) 明橙色 笞通
石英、角閃4「` チャ ート ．

図ぷ2償
図示、口,1:部横ナデ、休祁ヘラ削り ，内面ヘラナ

及石、砂粒 T 

lll 小形甕 (I I 7) ((6. 0)) ：こぶし、赤褐色 性述」
石炎、角閃石｀ハミ ス、唸

図ぷ25'1,
L4ふ、II枝部横ナチ、｛ふ部ヘラ jlド） 、内而ヘラナ

f吐 ， r 

112 l~ 杯 ≪2 s≫ 黒褐色 沼通 わりふ 角I刈イ1- 図ぷ90¥ 憎士、脚/:11F持ち ぐ̂)削り、内曲放射状賠文

I 13 懃 (23. 2) ((16. 7》 ．． ：こぶい橙掲色 仔辿 砂粒｀ハミ ス 図ぷ20'¥図ぷ．口IJ,祁横ナチ、休祁ナデ

JJ<I 梱 (21. 2) ≪13 6)) 灰船色 汗辿
ゎ英、角閃石、 ハミス 、砂

図ぷ20'¥
l~, ドカマ ド. r11~ 部横・トデ →部指ナデ．内面へ

粒 ラナデ

I 15 憔 (2~. 1) ≪21. 1≫ 1/11:1褐色 仔辿
6炎、化石、 fり閃・白、バ ミス`

図ぷ20¥
U示、口H部横ナヂ、体部・J-テ□ 内面ヘラナデ｀

砂粒 輪閑痕如~:

l 16 他 ≪s. 1≫ (13. 5) 灰柑色 杵辿 イi英．角I刈ぶ、ハミス 図ぷ10,同ぷ、外而ヘラ 削り、内面ヘラナデ

117 梱 (27. 0〉 ≪12. 7≫ m茶褐色 fギ迅i
1-i炎、角！刈石、レ石、よHt、

凶ぷ20¥
図ぷ、ぃヽ如昂憤ナデ．体部・J--チ、内而ヘラナデ．

砂拉 輪積痕ら名：

】18 梱 ((5. 6≫ (12. I) 賠渇色 普通
6炎'fJ1閃る、パ ミス、砂 図示15、隕上、休祁ヘラ削り、内頂iヘラ）ーデ、底笥暉取り
粒

119 他 ≪1. 2≫ (15.6) 陪褐～灰沿色 良 好
石渓、 ffJI刈石、チャー I・.

図ぷ15ヽ 閃ぷ、休部ヘラ削り、旺祁面取り、内面ヘラナデ
ハミス 、砂粒

120 鉄釘
kさ ~ 0 5~m )'7さ

直さ 5.6g ;)(),; 図ぷ、細い角松状
9. 2cm 0. 5c償

121 k 錘
J>i: さ

紐 14cm 
lワさ

if(さs.9g m昆色 ,{., 英．角閃わ、微砂柁 f10!,; 隕上.j ~ 面ナデ、 1'-i端邪欠fil
J. ~,m I. tic層

122 鉄滓
kさ

紐 24cm 
，，さ

限さ )3.0じ 磁ふ’度 中 I砥 濁 l:、紅形でfl'!.裂イjり、坑炊か？
2. 6cm I 8cm 

123 編物石か
Kさ

栢 5.0cm 
収さ

i{(さ226.Og 石質石環fl,',' JOO¥ 図ぷ、帖i/JI!面に敲打にヒる快,,がある
17. Sc~ 1.&m 

12・1 l弁痕石
J乏さ 飩i 11. さ if(さ935.06 心口石英安叫 i~ 直品面、砥石として［必Illか？
13. 2cm 12. 7cm 5 Gem 

125 球形r;·~痕石 lxさ
幅 5.Oc置

げさ
屯さ 5ヽl.5g 暉射如Lむ JO償 図ぷ

5. 7cm 4 2cm 

126 球形[fjJ氏石
Kさ

幅 4.Sc層 ”さ 『（さ 40.1g 石貸角閃帥岩 100'¥ t<J,1< 
5. 5c饂 3 5cm 

127 球形l(祁Hi
及さ

船 3.7c層
r1. さ

爪さ 23.Sg 石角閃紬笞 100¥ 隕 I:
,1, 7crn 2 7cm 

128 凹石・f呑litl了
j}さ

糾 6.2cm 
rワさ

fば 23.Sg (-i買砂'<I la¥ 覆 I;
7. tern 3.』1cm

--17-
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--畿内発 I:師器1111:

154次 46次

内出遺跡

5次

151次
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136次
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146次

[
』.
..

• 

`

.?．．．

1年

熊野迫跡162次調査区周辺遺構図

和],i]開紛出七

~ 
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0 20m 
トー I I 
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写真図版



図版 1-

熊野162次全屎 1号住居跡辿物山上状況

1号住居跡カ マ ド 1号住居跡カマ ド辿物出上状況

l号住居跡No.12 1号住居跡No.15 1号住居跡No.17

1号住居跡No.21 1店住居跡No.2 l乃ft肛汁弥No.31

1号住居跡No.32 1号住居跡No.36 1号住居跡No.39



図版 2

1号住居跡No.43

1号（主居跡No.58

i、~ー •一

1号住居跡No.78

1号（主居跡No.104

1号住居跡褐122

1号住居跡No.53

1号住居跡No.68

1号住居跡No84

1号住居跡No.107

1号住居跡No.123・124

l号住居跡No.55

1号住居跡No.88

．
 

,̀
 

．
 

4'7 
ヽ
”

• 

12i 

-. ．， 
' ．`ふ

1号住居跡No.120 l号住居跡No.I21 

1号住居跡No.I25"-'128 



報告筈抄録

ふ り が な < f/l)いせさ

iュI ~9 名 熊野辿跡Vlll

邸l苫名

ンリーズ 深谷市埋蔵文化財発掘調在報告芯

巻 次 第84集

編著者名 宮本直樹 •竹野谷俊夫

編集機関 深谷市教育委員会

所 在 地 〒366-0823 深谷市本住町17番地 3 Ta048 (572) 9581 

発行日 平成19年 3月15日

しよし中う¥'≪I!; 所しら在ざい地ち コー ド I 
所収辿跡

市町村 追跡
北 脇 東 経 濶査期 間 凋査而段 品柄呪因 I 

< J(IJ L• せ S
さいた皇"んみかやし9かり•

'に成18年 4月II日から I 
熊野辿跡 埼玉県深谷市岡 アパート

11218 63-017 '5f l't 31" ('$ 14'溶’ 50rrl' 
(!62次諜ml 字あざ内うr,出で2855-4他

平成l8年 4月26日まで
建設

種 別 主な時代 主な 辿構 主 な迫物 特記 ,j~ 項

北落跡 奈良時代 緊穴住居跡 土師器 竪穴住居跡 1軒の調行であった 1 

官術跡 ピット 須 恵 器 が、7世紀後衆の良好な I::器群が

居館跡 鉄製品 出土した。



熊野迫跡Vlll

2007年 3月15日

編集発行 ●深谷市教育委只会

埼玉県深谷市本住町17番地 3


	表紙
	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010
	011
	012
	013
	014
	015
	016
	017
	018
	019
	020
	021
	022
	023
	024
	025
	026
	027

